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19.】化 学 装 置

19.1.1抗菌性物質工業用るOm3培養槽

日立製作所においては昭和22年以来ペニシリンをほじ

めとする各種抗菌性物質の製造装置を製作,幾多の困難

な条件に突当りながらこれを克服し,現在大形培義槽に

おいてはわが国における唯一のメーカーとして独走の状

況にある｡これまでの 過をかえりみれば数十リットル

のパイロットプラン†よりスター†して10t,20t,40t

45tを経てついに60t培養槽の完成をみるに至った｡こ

れは全ステンレス製培養槽として日立製作所における記

録品であると同時にわが国における記録品でもある｡こ

のように大形化するにしたがい空気の分散,悦拝などに

程々問題を生じてくるが,60m3培養掛こおいてほ日立

独自の機構によりこれらの諸問題を解決,好評のうちに

転中である｡

19.1.2 アンモニア合成装置の近代化設備

硫安,尿

料である水

の製造方式の合理化としてアン㌧モニアの原

源をいかに安価に生産するかにその主体性

がおかれた｡日本における傾向としてほ水 解法,石炭

を原料とする方法から安い原料である天然ガス,覇油,

石油排ガスなどに変ってきた｡

各社が競って技術導入している方式ほテキサコカ式と

高圧ニューファウザー~〟 である｡最も早く姿を:呪わL

錮こ注目を浴びてきたのほファウザ一法で中でもアン

モニア合成塔の内部装置である｡

この内郡装置は改良されて工作的にも効率の良い構造

第2図 運転試験中の60Ⅲ13培養槽

第1図 60m3培養槽(輸送中)

になっている｡日立製作所でほたえず天然ガス分解法に

独自の構想を絞り込み改良研究を続けるとともに,合成

塔内部装置(モソティカティニ社)の改良形を製作して

いる｡

副生工 であるガス分離においても､TOプラント

および湿式コットレルを組合せた方式に乗り出してい

る｡

19.1.3 都市ガス用タイロックス脱硫装置

さきに 油分解ガスの脱硫にタイロックス装置を設計

製作納入し好成績を収め,好評を得たが,今回木方式を

さらに改良して都市ガス用のタイロックスプラン†を完

成し,納入した｡

皇紀方式で副

である｡

硫黄の回収も効率良く品質も良いもの

第3図 タイロックス脱硫装置
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第4図 U鉄日立鉱山｣納1,800m3/h TO プラソト

19.2 TOプラント

昭和33年度ほTOプラントにとっては大きく飛躍をし

数多くの記録的製品を完成した稔(フ多き年であったL_ 完

成した製品を列挙すjLほ

(1)[1本鉱 業納

(2)秋田石油化′■デ:納

(3)八幡製鉄所納

(4)八幡製髭打舟納

(5)別l存化ギ:納

TOフラント

TOプラント

TOブラント

TOプラント

TOプラント

(6)別昨化▼､予納登嘉沈†條装置

酸素毎時1,800m8

酸素毎時2,000m3

酸素毎時4,500m3

酸素毎時 500m3

酸素毎時4,000nlB

用 途

銅精錬

化一字発端.

酸素製鋼

酸素製鋼

化学肥料

化学肥料

上記ほすべてれ材蓄冷船形の製品であり,この新形式

ほ完全に安定化Lた製品ですく､■れた性能を示しえたし

(1)は運転操作せより簡易にした再熱回路方式を取り入

れた日立独特のものであり(2)～(4)は高純

∵㌧∴‥

比低を素

躍でという年来の需要に応えたものである∫

特に(3)ほわが1~吼故人の空気分 英和として記録品であ

る｡5月運転にほいってより好調にすぐれた性能を発揮

していることほ誇ってよいものである｡(5)と(6)ほわ

が でも初めての組合せ形 置で斯界の注目をあびてい

る｡牛衝こ(6)ほ日立製作所がガス分離装置に手をつけた

第一号製品であり,今後この方面に発展する基盤となっ

た意味も非常に市大なものである｡.

日立のTOプラントはすでに納入されたものをあげて

も十数基に達し,低圧空気分離 置としての

に例なく今後の進展が期待される｡

19.2,1再熱回路方式のTOプラント出現

全低圧式TOプラントにおいて最も

績ほほか

要な役割を果し

第5岡 八幡製鉄西前山工場納4,500In3/h
TOプラント

ている蓄冷器の機能を完全にするための方式として次の

二つがある｡

(1)中間地気方式:蓄冷器の途中から流入空気の一

部を抽Lltすることにより,苔冷器全体の熱平衡を適正

に保つカ式

(2)再熱方式:蓄冷器下端を出た低温空気の一部を,

菖冷器内に設けた巻込管内を通して逆流させ再熱する

ことにより中間抽気の場合と同様な効果をうる方式
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l｣鉱日立納1,800m3ノbTO

プラントは再熱l=l路方式の採

川によi),小間仙気力式の場

介に必要な CO2除去据,タ

ービン熱交を不安とし装択合

体を酢判こL.たのみでなく,

う笹転操作も紆鋸こなる利点が

得られた._.

さらに,製ぷ-ガスとしで高

純度(たとえば99.6%)の酸

素,あるいほ99.9%以上の零

素を採減する域合,これらの

ガスを通過させる巻込管と併

行に再矧_リ1路川巻込Ⅵ;を設け

ることは,限られた胴体内の

ためi･こパイプ引=管部が設計

および~l二作的に桐難であ一-)
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た｡しかし,これらの困難を

研究工夫すること(･こより解決し,八幡製鉄納500TOプ

ラン1､の石材蓄冷紬こおいて,高純度の酸素巻込㌍があ

るにもかかわらず再蘭泄†路を設けることに成功したし)

結局,t∫材茶冷帯の=現によって高純ガスを補助回路

を使用せず巻込符を通して簡_判こ採収できるようになっ

たという札如こ加えて∴-;上;i純ガス採1I丈の場合にも 川で

きる再熱力式に成功したことによりTOプラントの大き

な強みを増したことになるし.

19.2.2 八幡製鉄西前田納4.500m3/h TOプラント

木プラントはわが同最大の恨素発て_ト:ltをイ√する記録品

で,99.6%以上の~一雨屯酸素を発f巨させたことによりわが

国の空気分離糾こ人きなepockを画した.㌻ 苓加両カ､らの

注目されていた 装帯の畏縮ま分離効率87%,発二Ⅰ三酸素

駄叩イ､tO.6kW/m3h以下をカモしており,甚肝音をうらぎら

ぬ優秀な成統をホしているし.本悪評■仁ほ-1瑞抽轍素採瀬川巻

込?て;をもつ同寸法の了f材苔冷器4基を備えた形のもので

あるが,この渠罠の成功により,憶素発′巨:`1- 6,000･～

7,000m3/hというさらに大群:パニのノ空一気分離装閏でも吊構

な~方式で製作できるという[1イi;を得た.木矧Ir′亡の成功ほ

将来ますます大容量化することがタ魁とされる空気分離装

繹の第一▲歩をふみ～1‡Lたという点で意義の人きなもので

ある.:

装ヱ■封1:様酸 発牛l~i‡二4,500m3仲 純度99.6%02

窒素発丑_量 500m3/h 純度99.99%N2

19.2.3 窒素洗源装置およぴ4′000m3/h TOプラント

アンモニア合成原料川の変成ガス車のイこ純物を低氾液

体窒素で洗准分徹し,N21:H23の混合ガスに精製分

離するのが窒素 源装閏であるっ別打封ヒ学納1,000m3/h

窒素洗滴英一腔ほ日立一製作所の第一一り▲装iJ二■仁であるとト■~押倒こ

住)才藻プ己汚‡劇
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八幡西前【rl納4,500m3/h TOプラソト系統岡

第7国 別.府化学納4,000m3/hTOプラント

次のごとき特色をもつものとしてわが国故初のものであ

る(｡すなわち窒素洗源装程は,-1900C付近の極低温に

て稼動するたぎ)TO プラントと同様装筐全体の寒冷の

補償を必要とするし:従
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の装置ではこの口的のために特

に冷凍サイクルを設けていたが,本装~躍では併置される

4,000TO プラントと組合させることにより洗准装置の

琴冷をもTOプラントがあわせ補償するという独特の方

式を J~口Lたものである∪
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19.3 電気集塵装置

電気集塵装置の最近の需要面では電力およびセメント

も活発で増産期を控えての鉄鋼,硫酸,ガス工

などがこれについでいる｡また原子力利用あるいは紡

績,製 などに関 して空気調和への利用が注目され

る｡製紙関係は比較的低集塵 で満足されるためか電気

集塵の利用が少ない｡海外市場としてほ鉄鋼,化学工

などの面で発展が期待される｡

最近の発電設備ほ既設備容量の増大忙伴い機を追って

単基経済容晶が増大しているが,かような新鋭火力設備

ほ漸次高温,高能率となり 備容積ほその割合に膨脹し

ていない｡しかるにこれに付随する 鹿討の処理ガス量

ほ発電容量に比例して第8図のように増大するのみなら

ず他面環境衛生改善の与論を反映して漸次高 塵率が採

用されるのでますます大形となるので,火力プラントと

しての外観ならびに 済的均衡を保った

式,ガス分布,集塵室の構成,電極構造,

電気設備,

形の器塵

塵処理機構.

転制御方式,安全保守などあらゆる面に研

究を駆使して絶合的に 計の合理化が行われ飛躍的に技

術の進歩をもたらした｡この趨勢を従来に対比すると弟

8図のようである｡

この成果ほほかの産業用電気 置にもとり入れら

れている｡すなわち熔鉱炉ガス清浄用湿式電気集塵装置

ほ単位容量70km3/bx2基,築庭率99.5%で2,000皿m

のガス弁をはじめすべて国産の記録設備が完成された｡

また酸 製鋼炉の赤褐色の狼煙も経済的に処理する技術

が確立され,さらに放射性煙霧処理用集塵機としてほ,

99.99%の高性能のものまで経済的に製作されるように

なった｡

19.3.1火力発電用集塵装置

最〕丘の火力発電用 鹿装眉ほ容緑二の増人,煙告防止な

らひごにフライアッシュ生

に計画される｡特に炭質な

の3面を考慮して小形高性能

にびら 応榔特の傭設焼

て良質フライアッシュを可及的多量に採集する技術にお

いてほ日立が最も長じているので大容量の記録発電設備

ほもちろん,わが国に新設された火力用集塵装置の95%

している｡33年度の主な納品ほ次のようである｡

75,000kl～'(ガス右上410k皿3仲): 東京火

力発電所3号権,4号蔽および5号随,

第二鶴見火力発電所5号権:東北電力八

戸火力発電所1号 およぴ2一別起:関西

電力姫路火力発竃所3り▲征

125,000kW(ガス量690km3ノh):東京電力新東京火

力発電所6号捉:

156,000kW(ガス蓑850km3/b):中部電力新一宥占一足

火力発電所1母権:

第41巻 第1号

第8図 電 気 集

第9図 東京電力新東京火力発電所用集塵装置

175,000kW(ガス品898km3/h):東京電力千葉火力

発電所3号低

いずれもMC-EP形フライアッシュ回収装躍である｡

弟9図ほ東京電~力新東京火力発電所納フライアッシュ

回収装置である｡

19.3.2 製鉄熔鉱炉ガス清浄用集塵装置

熔鉱炉ガスほ種々の

0.02g/Nm3程度に脱鹿沼浄

料に利用される｡従来は,

ヰよ
で近最がたれさ 源冷却塔

および混式EPのみで含魔境0.005g/Nm3以下のきわめ

て高い消糾卦こまで脱 される｡今回富士製鉄枕式会社

釜石製鉄所に納入されたものは単基容量60km3/hx2基

で温式集塵機としてほ最大のものである｡煙道ガス

i･こは国産第1号の能 的な開閉弁を備えまた運転保守の

面でも自動高電圧運転方式と特殊計器を併用するなど研
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究と経験の成果がもりこまれて巌も能率的かつ経漬的な

設計になっておりこの種集塵装置としてほ東洋一の記録

品である｡

19.3.3 電気集塵装置荷電用配電盤

舞11国ほ富士製鉄株式会祉釜む製鉄所納,高炉用湿式

電気集鮭装置の電源制蘭皿価庵遡で,単位容量としては

記録的な36kW,DC60kV600mAのセレン整流某置

1組を制御する｡

制御方式ほ定電流装闘こより,ガス状態が変動Lても

できるだけ高い電圧を荷電するよう鉦捌調整し,火花閃

絡が きても電孤に移行することを防止するような】虫1路

構成になっている｡それでもなお電弧に発展した場合に

は,いったん電源を遮断して確実に消弧し,たたちに刊二

閉路して荷碇を継続する自動再閉路力

率運転を行っている｡
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